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音を合わせることは 心を合わせること 

副校長  加藤 真理 

 

街路樹も葉を落とし、秋から冬の気配を感じる季節となってまいりました。先日は、本校創立４０周年記

念かがやき音楽会にお越しいただき、ありがとうございました。保護者の皆様には、学年ごとの入場にご協

力いただき感謝申し上げます。地域の皆様や小坪小学校をご支援いただいている皆様を学校行事にご招待す

るのは、コロナ禍ゆえ、３年ぶりとなりました。いろいろと行き届かない点もあったことと存じますが、皆様

方に温かいお言葉を頂戴したこと、本当に感謝申し上げます。 

今年度は、子どもたちの創る音楽で創立４０周年を盛り上げ、お祝いしたいと考え、音楽会という形で、子

どもたちの学習の成果をご覧いただきました。スローガン「みんなで協力し 心を一つに かがやき届けよ

う♪」に向かって、子どもたちは自分の楽器やパートなどの役割を果たし、みんなで協力して歌や群読、演奏

を披露しました。それぞれの学年のよさが光る発表でした。低学年は群読をしたり、手話を交えて斉唱した

りして、見ている人、聴いている人の心に響くメッセージを伝えていました。歌も手話も群読も、小さい体で

精一杯表現している姿に、とても感動しました。中学年は斉唱、リコーダー奏、合奏を披露しました。曲調に

合わせて優しく歌ったり明るく歌ったり、強弱をつけて歌ったり、より楽曲の理解が深まっていると感じま

した。先日、港南区児童音楽会に出場した３年生は、リコーダーのタンギングが上手でしっかり音が出てい

ました。そして高学年の合唱はきれいなハーモニーを響かせていました。合奏では様々な種類の楽器を使っ

て演奏し、それぞれの楽器がその役割を果たし、互いに他のパートを支えていました。学年が上がるごとに

成長を感じることができました。 

合奏は、どの楽器が欠けても完成した曲にはなりません。どの楽器のどの音もとても大切で、互いに支え

合っています。そして、それを奏でる一人ひとりもまたかけがえのない存在です。一つの音楽を創り上げる

ことで、人と人とのつながりを感じます。金管バンドの演奏「Railway〜つながり〜」からも、たしかにそれ

を感じることができます。11 月には金管バンドの関東大会がありました。素晴らしい演奏を披露して金賞を

受賞し、12 月 10 日に全国大会へ出場します。11 月は、まさに芸術の秋、音楽の秋でした。 

音を合わせることは、心を合わせることです。自分の音と友達の音を聴いて、速度や強弱を合わせていく、

その練習の過程で、互いに寄り添い協力することで、音が重なり合って一つの曲となり、心も一つになって

いくのだと思います。とても素晴らしいことです。音楽会の最初と最後を飾ったミュージッククラブの太鼓

演奏も、互いの呼吸がよく合った迫力ある演奏でした。小坪小の子どもたちの心のつながりを感じることが

できました。 

小坪小学校の子どもたちを支えてくださる地域の皆様、保護者の皆様、いつも小坪小学校を応援しご支援

いただいている皆様、本当にありがとうございます。皆様のお力添えをいただき、創立 40 周年記念かがやき

音楽会を無事に開催することができました。子どもたちが、みんなで協力し、心を一つにして自分の力を発

揮することができたのも、皆様方の日頃からのご支援があってのことと感謝申し上げます。これからも変わ

らぬご指導、ご支援を賜りますよう、何卒宜しくお願い申し上げます。年の瀬を迎え、気忙しい毎日となりま

す。また、まもなく冬至を迎え、寒さも一段と増してきます。くれぐれも健康に留意され、ご自愛くださいま

すようお祈り申し上げます。 


